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(1)事業概要

【事業名】地中熱利用給湯・冷暖房に関する技術開発

【代表者】旭化成ホームズ(株) 江原 克実 【実施年度】平成18年度

(3)製品仕様（直膨式 実用化モデル）

No. 18-S1
(1)事業概要 (3)製品仕様（直膨式 実用化モデル）

本提案では戸建用地中熱利用冷暖房システムを発展させ、家庭における二酸化炭素
排出量の約2/3を占める冷暖房・給湯熱源までカバーした「高効率地中熱冷暖房・給湯
システム」の製品化開発を行う。

空調能力 ： 冷房 12.35ｋW  暖房 12.88kW       

給湯能力 ： 夏期 7.4ｋＷ 中間期 8.5ｋＷ 冬期 7.6ｋＷ （貯湯量 460リットル）
空調COP  ： 冷房 4.8    暖房 4.6
給湯COP（単独運転時） ： 3.0(夏期)、2.7（中間期）、2.3 (冬期)
耐用年数 ：15年

(2)技術開発の成果/製品のイメージ
(4)事業化による販売目標｢直膨式地中熱冷暖房・給湯システム｣技術開発

・ヒートポンプユニット開発 ：冷媒を室内機まで直接循環させる「直膨式」を採用し、冷
暖房運転の高効率化を図る

＜事業展開における目標およびCO2削減見込み＞

販売価格 ： 約330万円／システム
（従来型システムとのコスト差額＋150～200万円）

暖房運転の高効率化を図る
・専用給湯器開発 ：夜間電力利用ヒートポンプ給湯器をベースに地中熱利用

及びコジェネ技術（冷房排熱回収技術）を採用し高効率給
湯を実現する。

｢水セントラル式地中熱冷暖房・給湯システム｣の技術開発
・ヒートポンプユニット開発 ：内蔵循環ポンプに高効率DCモーターを採用し冷暖房運

年度 2008 2009 2010 2012 2020
(最終
目標）

目標販売

累積台数

30 100 500 5,000

【システム図（直膨式の例）】

・ヒートポンプユニット開発 ：内蔵循環ポンプに高効率DCモーターを採用し冷暖房運
転の高効率化を図る。

・専用給湯器開発 ：夜間電力利用ヒートポンプ給湯器をベースに高効率給湯
を実現する。

(台)

目標販売
価格(円/

台)

220万
（政策価格）

330万 330万 250万

CO2削減
量

9.7 32.2 161 1610
量(t-CO2/

年)

年度 2008 2009 2010 2012 2020
(最終
目標）

<事業スケジュール>
 ２次側 １次側
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